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はじめに
　われわれは、外来時差勤務の取組状況について平成
8年度の院内看護研究会で報告した。その後、時差勤
務部署の拡大とともに体制は整いつつあるが、看護婦
の患者にかかわる時間を多くし、より良い看護の提供
を指向するためには、勤務時間だけの検討だけではな
く、業務の見直しや改善をはかることが課題となった。
　そこで、今回、外来看護の実態、特に看護業務内容
を明らかにする目的で、タイムスタディを実施した。
第一報では、調査結果を用い、外来看護業務の実態を
分析し報告する。
既婚看護婦は64．4％、その内子供のいる看護婦は
58．2％、その子供の数：は平均L6人である。調査期
間中に妊娠者3名、育児時間取得者3名であった。
2．外来看護業務分類
　　「直接看護」12％、「間接看護」21％、「診療補助」
47％、「管理業務」4％、「その他」16％の割合であっ
た。　「診療補助」の占める割合が高く「管理業務」
の占める割合は低かった。　（図1）
図1　外来看護業務分類
1　研究方法
1．対象：当院外来看護婦（助産婦3名、准看護婦14
名を含む）91名、パート看護婦3名、看護助手16名、
及び病棟看護婦（泌尿器科2名、産婦人科8名）10名、
合計119名。なお、本稿では、特に断らない限り、
助産婦・看護婦・准看護婦を総称して「看護婦」と
記述する。中央材料室・人工臓器部・健診部・保健
指導室は業務内容が異なるため調査対象から外した。
また、臨床病理科・神経科は病棟と一看護単位と
なっているため比較対象から外した。
2．期間：平成9年9月29日～10月3日
3．方法：看護業務の実態調査は、10分単位毎に勤務
開始から終了までの看護婦の行為を詳細に記録して
いくタイムスタディ法によって実施した。看護業務
分類は外来看護業務に合わせるため看護部作成の病
棟看護業務調査票を一部改変（資料1）し使用した。
回収したタイムスタディ日報票は、「直接看護」　「間
接看護」　「診療補助」　「管理業務」　「その他」の項
目別に集計・分析した。
II結果
1．調査対象の属性
　平均年齢は看護婦37．5才、看護助手33．7才である。
看護婦の経験年数は14．7年である。
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　1）中分類別看護業務分類
　　外来看護業務分類を「中分類」別に割合を調査
　した。　（図2）
A．　「直接看護」では「観察・巡視」30％、　「患者
　の安全・安楽」23％、　「患者応対」15％の順に占
　める割合が高かった。
B．　「間接看護」では「医療器具器材の取り扱い」
　40％、　「診療室内環境整備」19％、　「看護婦聞の
　申し送り」14％の順に占める割合が高かった。
C．　「診療補助」では「診療の補助II」49％、　「諸
検査の介助ll」18％、　「診療の補助皿」16％の順
　に占ある割合が高かった。
D．　「管理業務」では「会議」29％、　「管理業務」
　23％、　「各種伝票・書類の整理」18％の順に占め
　る割合が高かった。
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図2　中分類別看護業務分類
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図5　診療敦盛看護業務分類
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4．看護婦の看護業務分類
　　「職種別看護業務分類」を調査した結果、　「看護
婦」と「看護助手」の看護業務内容の相違が認めら
れた。そこで「看護助手の配属しない8科」と「看
護助手の配属するIl科」の「看護婦の看護業務」を
比較した。その結果「間接看護」　「診療補助」　「管
理業務」ではほとんど変わらなかったが、　「直接看
護」では「看護助手の配属する科」の方が5％、
　「その他」では「看護助手の配属しない科」の方が
　8％占める割合が高かった。　（図4）
5．診療科別看護業務分類
　各診療科ごとに看護業務を分類し、看護度（直接
看護・間接看護・診療補助の占める割合）を比較し
たが大きな差はなかった。一般診療科と中央診療部
門（理療・放診・放治・内視鏡）を比較すると、中
央診療部門の方が「直接看護」の占める割合が高く、
　「診療補助」の占める割合が低かった。
内科系診療科（内科・老年科・神経内科）は、　「診
療補助」の占める割合が高い傾向であった。外科系
診療科に共通してみられる傾向は、　「間接看護」の
占める割合が高いことである。　（図5）
皿　考察
　　外来看護婦の業務のうちもっとも多くの部分を占
めたのは、診療の準備と介助であった。従来より、
外来看護婦に求められる主な役割は医師の診療の介
助であり、外来看護婦の業務内容として診療の補助
業務の占める割合が高いことは予測された結果であ
　つた。次には、看護用具・医療器具の洗浄・手入
れ、機械のセット・消毒、材料作りなど間接看護業
務に多くの時間が費やされている。しかし、これら
は必ずしも看護婦が行わなければならない業務とは
いいきれず、業務整理をしていく際の検討事項にな
　りうる。
　一方、近年の医療環境の変化、すなわち高齢者や
慢性疾患患者の増加、在院日数の短縮による継続的
治療を要する患者の増加、国の政策として推進され
ている在宅医療などは、外来看護の機能として患者
や家族に対する生活指導・自己管理指導などを期待
している。実際、高度化・複雑化している治療や処
置を患者や家族が自分達の生活にうまく取り込んで
いくには困難なものも少なくない。そのような患者・
家族の療養生活を支える役割は、従来から看護i婦が
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行ってきた療養上の世話にあたる。したがって、
療養上の世話としての相談・指導が極めて重要に
なってくる。しかし、調査結果をみると、「自立援
助・患者指導」は「直接看護」の中でも8％、全業
務の1％にすぎない。これは調査期間とストーマ外
来など看護婦による相談・指導日とが重ならなかっ
た影響もあると考えられるが、この理由として看護
婦の意識が低いのか、もしくは他の業務に費やす時
間が多いため、直接看護の占める割合が低くなって
いるのか。もし看護婦の意識が低いことに起因する
のであれば、外来看護の取組みについての啓蒙活動
が必要である。しかし、いくら看護婦が「自立援助・
患者指導」に時間をかけたいと願っても、診療の流
れを滞らせないことが前提である。そのことは看護
助手を配置している診療科では直接看護の割合が多
いことに現れている。事務的業務や看護助手業務ま
で引き受けるという状態が続く限り、今後増加が
予測される相談・指導のニーズに対応することはで
きない。このことより、間接看護の占める割合が直
接看護の割合より高い診療科は、業務整理と看護助
手の配置を考慮する必要がある。また、看護婦自身
も相談や指導業務に応じられるよう、意識と力量を
為あていかなければならないだろう。そして外来に
おける看護婦の主体的な活動が評価されれば外来看
護の充実のためにマンパワーの配慮もなされるもの
と考える。
　また、　「管理業務」について職種別看護業務分類
でみると責任者の管理業務の占める割合は32％と診
療補助業務の割合よりも低い。木下の「日本大学板
橋病院の婦長・主任の管理業務割合55％」Dと比較
しても当院の外来婦長・主任の管理業務割合は低い。
当院は患者数と業務内容を主軸に婦長・主任の配置
が考えられている。その結果、婦長・主任であって
もスタッフ業務も行わなければならない状況にあり、
婦長・主任の役割が十分前遂行できていない現状が
伺える。しかし、今後、外来患者の特性や時代の
ニーズに対応した外来看護のためのマネージメント
の重要性を考えると、外来婦長・主任の位置づけと
役割を含めた適切な人的配置と看護体制の再検討の
時期と考える。
院の外来看護婦たちは外来看護のあり方について、
前向きの姿勢を示しつつある。看護婦たちのこのよ
うな取組みが減退していかないよう、今後、　「時間
別・曜日別業務分析」　「看護婦業務と看護助手業務」
「受療患者数と看護業務内容の変化」などの検討を
加え、看護本来の機能と診療介助の部分で看護婦と
して担う業務を明らかにし、その一助としたい。
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r1今後の課題
　　外来は患者と接する時間が少なく、看護の喜びや
　楽しさが少ないと言われることが多い。しかし、三
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資料1　看護業務分類
看護行為中分類 看　護　行　為　　　　　　　　　　＊準備及び後始末はその行為に含む
1．身体の清潔 1）清拭　2）口腔済潔　3）爪切り　4）下肥予防
A 2．排泄の世話 5）便・尿の世話・介助　6）おむつ交換　7）留置カテーテルの管理　8）1完腸　9）導尿
10）分泌物　11）分泌物の吸引　12）吐物処理
直 3．食事の世話 13）経管栄養
4．患者の安全・安楽 14）転倒・転落防止　15）感染予防　16）安全確保のための行為　17）体位変換
接 18）体位の工夫　19）氷枕　20）湯たんぽ21）患者を安心させるための会話・行為
5．与薬（注射は除く） 22）湿布・坐薬の挿入　23）点眼・耳・鼻　24）経管よりの注入（経口を含む）
看 25）与薬の準備及び与薬
6，入院時の指導・世話 26）入院の説明、測定、アナムネ聴取
護 7．観察・巡視 27）症状観察　28）生活反応（ADL、障害の程度等）
8．患者の移送 29）患者の移送（トイレ、検査、手術、他科受診等）　30）患者の同行
9．患者応対 31）初診時　32）待ち時間　33）食事時間の配慮　34）他科受診の配慮　35）予約変更
10、自立援助・患者指導 36）リハビリ指導　37）患者指導　38）家族指導
11．呼吸・循環器管理 39）酸素吸入　40）気道分泌物吸引　41）ネブライザー　42）モニター観察
12．その他身の回りの世話 43）シーツ交換　44）床頭台等の整理
13．急変時看護処置 45）医師への連絡　46）家族への連絡、対応　47）他部門への連絡
48）書類の準備・整理　49），死後のケア
14．看護記録 50）看護記録　51）看護計画立案　52）サマリー　53）記録の整理
B 15．看護婦間の報告・申し送り 54）申し送り　55）カンファレンス　56）看護婦間の連絡
16．医師への報告・連絡 57）指示受け　58）症状報告　59）医師待ち・医師を捜す　60）電話による報告・連絡
間 17．患者・家族への連絡 61）家族への連絡　62）患者への連絡
書
18．診察室内環境整備
P9．医療器具器材の取り扱い
63）上拭き　64）床拭き　65）室温・湿度の調整　66）整理整頓
U7）看護用具・医療器具の整備（洗浄・手入れ）　68）処置車・処置台の整備
U9）救急カートの準備　70）機械のセット　71）材料作り　72）機械の消毒
看 20．薬剤業務 73）薬剤（内服・外用）の請求、受領、管理
V4）薬品の請求、受領、管理（製剤薬品を含む）　75）麻薬の取り扱い
護 21．物品管理． 76）物品の請し求、受領、管理　77）中材の物品請求、受領、返却、整理V8）リネン類の取り扱い業務（請求、受領、洗濯、消毒、整理、交換）
22．ナースコール応対 79）コール受け付け
C 23．診療の補助　1 80）注射・輸液の準備　81）皮・筋注　82）1＞H・点滴の管理W3）術前、術後処置（ナースが行う）　84）薬浴（ナースが行う）
診 24．診療の補助　1 85）診察介助　86）包交　87）ギプス　88）輸血・点滴・静注の介助W9）小手術の介助（破砕含む）90）洗浄の介助　91）術前・術後処置（医師の介助）
療
25．診療の補助皿
92）カテーテル・チューブ・カニューレ類の挿入抜去の介助　93）穿刺の介助
X4）診療前準備（カルテ、検査データー、X－P等）
補　助
26．測定
Q7．諸検査　1
Q8．諸検査の介助　∬
95）処方箋・伝票の代筆・インプリンター
X6）TPR　97）血圧　98）体重　99）身長　100）胸囲　101）腹囲　102）尿量
P03）食事飲水量　104）テステープ類　105）CVP　IO6）その他
P07）血液　108）尿　109）便　110）疾・…　　（説明、準備、提出頼む）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　117）分泌物11D採血　112）胃液　113）胆汁　114）胸・腹水　115）排液　116）組織
P18）その他の検査の準備（X線造影、CTアン三訂、心カテ、他）
119）検査前オリエンテーション　120）提出準備
121）諸検査結果の整理（X－P、データー等）
D 29．管理業務 122）勤務計画の作成（月間、週間、日課の分担）　123）業務調整　124）報告P25）看護記録などの点検　126）コンピューター入力
管 30．各種伝票・書類の整理
R1．他部門への連絡
127）タクシー代　128）報告書　129）その他
P30）看護部　131）病棟・他外来　132）医事課　133）栄養科　134）検査科　135）薬剤部
理
32．看護職員・学生の指導
136）その他の部門
P37）面接　工38）職場でのスタッフ指導　139）指導を受けていた　140）研修会、学習会
業
33．会議
141）学生指導142）その他
P43）時間内会議（外来委員会、安全委員会、婦長会、主任会）　144）ミーティング
務
34．非常対策点検
145）その他の会議
P46）火元確認　147）施錠　148）防災対策
Eそ 35．電話の取り次ぎ
R6．メッセンジャー業務
149）電話の取り次ぎ　150）応対
P51）患者の買い物　152）書類などの提出・受領　153）検体の提出　154）その他
の 37職員の健康管理 155）昼休み　156）トイレ　157）受診　158）その他
他
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